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摂食機能療法摂食機能療法摂食機能療法摂食機能療法のののの記録用紙記録用紙記録用紙記録用紙がががが新新新新しくなりましたしくなりましたしくなりましたしくなりました

摂食機能療法摂食機能療法摂食機能療法摂食機能療法はははは、「、「、「、「摂食摂食摂食摂食・・・・嚥下訓練嚥下訓練嚥下訓練嚥下訓練にににに関連関連関連関連したしたしたした診療報酬診療報酬診療報酬診療報酬はははは、、、、患者患者患者患者ののののＱＯＬＱＯＬＱＯＬＱＯＬをををを
高高高高めるというめるというめるというめるという視点視点視点視点でででで重要視重要視重要視重要視されされされされ、、、、特特特特にににに急性期急性期急性期急性期でのでのでのでの取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに高高高高いいいい評価評価評価評価がされるがされるがされるがされる」」」」
として、平成18年の診療報酬改定で算定上限が緩和され、「これまで、1ヶ月に
４回を限度とされていましたが、治療開始から３ヶ月以内の患者について毎日
算定できるようになりました。摂食機能障害を有する患者に対して、ＳＴ，看護
師などが１回につき30分以上訓練を行った場合に185点算定できます。
当院での、摂食機能療法の取り組みも、おかげさまで定着しつつあり、診療

報酬は平均83,308点/月となっています。今回、更なる「質の向上」を目指し
て、客観的な観察項目を追加し記録用紙を新しく改善しました。ご不明なことが
ありましたら、各病棟のＮＳＴ委員に積極的にお尋ね下さい。

ＮＳＴ委員会 摂食・嚥下グループ

口腔口腔口腔口腔ケアケアケアケアをををを含含含含むむむむ基礎訓練基礎訓練基礎訓練基礎訓練
（（（（食事食事食事食事はははは開始開始開始開始していないしていないしていないしていないケースケースケースケース））））

誰誰誰誰がががが行行行行ってもってもってもっても、、、、同同同同じじじじ基準基準基準基準でででで評価評価評価評価でででで
きるようにきるようにきるようにきるように、、、、スコアスコアスコアスコアをををを記録記録記録記録しますしますしますします。。。。
比較比較比較比較しやくなりますしやくなりますしやくなりますしやくなります

摂食訓練摂食訓練摂食訓練摂食訓練
（（（（食事食事食事食事をををを開始開始開始開始してしてしてして観察観察観察観察がががが必要必要必要必要なななな場合場合場合場合））））

食事中食事中食事中食事中ののののムセムセムセムセ、、、、口腔内残渣口腔内残渣口腔内残渣口腔内残渣、、、、
疲労疲労疲労疲労、、、、咽頭貯留咽頭貯留咽頭貯留咽頭貯留などをなどをなどをなどを観察観察観察観察しますしますしますします

当当当当てはまるてはまるてはまるてはまる
スコアスコアスコアスコアにににに○○○○をををを
つけるつけるつけるつける

これが新しくなった
記録用紙です!


